
こ
の
広
報
は
、町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
令
和
４
年
度
共
同
募
金
の
配
分
金
を
財
源
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
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11月1１日（１２日）「邑南町ボランティアの日」の活動が町内各地区で行われました！

詳
細
記
事
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
元
旦
に
発
生
し
ま
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災

さ
れ
た
方
々
、
な
ら
び
に
そ
の
関
係
者
の
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
邑
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
や
活
動
に
対
し
、
平
素
よ

り
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
五
月
、
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感

染
法
上
の
２
類
か
ら
５
類
へ
と
移
行
し
、
通
常
の
行
事
・
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
は
邑
南
町
総
合
社
会
福
祉
大
会
も
四
年
ぶ
り
に
元
気
館
で

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
十
数
年
前
か
ら
少
子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

お
り
、
近
年
で
は
人
口
減
少
が
急
激
に
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
首
都
圏

か
ら
遠
い
地
方
で
の
減
少
が
よ
り
顕
著
で
す
。
令
和
四
年
度
の
人
口
動

態
を
見
ま
す
と
年
間
出
生
数
七
十
七
万
人
に
対
し
、
年
間
死
亡
者
数

百
五
十
六
万
九
千
人
で
差
し
引
き
ま
す
と
七
十
九
万
九
千
人
の
減
少

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
島
根
県
の
令
和
四
年
度
の
人
口

が
六
十
五
万
七
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
県
全
体
の
人
口
よ
り

十
四
万
人
以
上
の
人
口
が
減
少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
の
中
で
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
み
、
社
会
、
経
済
活

動
に
お
け
る
分
野
で
働
き
手
不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。
介
護
、
医
療
分

野
も
同
様
、
そ
れ
以
上
に
専
門
分
野
の
人
材
不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
邑
南
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
地
域
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
問
題

や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
町
行
政
を
は
じ
め
各
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
町
内
福
祉
法
人
、
医
療
法
人
、
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
な
ど
地
域
福
祉
を
目
的
と
す
る
団
体
と
連
携
し
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

目
標
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人
邑
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
　
石
橋
　
純
二   
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　社会福祉協議会では、邑南町地域福祉推進月間にあわせて11月
の第2土曜日を「邑南町ボランティアの日」と定め、それぞれの地
域の環境美化活動等を実施しています。今回は、地区社協や自治
会、ライオンズクラブ、老人クラブ、女性部、スポーツ活動団体、
一般住民等のみなさまのご協力により、約464名の参加がありまし
た。
　「ボランティアの日」の活動は、住民自らすすんで参加すること
で、さまざまな人と知り合い、共に助け合い協力することでつなが
りを拡げ、地域の底力を高めていただく活動のひとつとなっていま
す。

自分にできることから始めてみよう！

11月11日から12月10日は邑南町地域福祉推進月間です。
『ボランティアの日』

お問い合わせ：邑南町社会福祉協議会　本部　84-0332

社協で集めています!!
ぜひ持ってきて下さい＾＾
◆使い捨てコンタクトレンズ
　の空ケース回収活動
◆古切手の回収活動

・エンゼルサポーター
　妊婦や赤ちゃんのいるご家庭を訪問し、安心して
　育児ができるように話相手や家事のお手伝いをする方。

・優友サポーター
　地域の方の困りごとをサポートする方。
　〔例：ゴミ捨て、話し相手、相談相手等〕

気軽にできるボランティア気軽にできるボランティア ボランティア募集中！！
※有償です。

寒い中、皆さん一所懸
命

頑張りました。
一人ひとりの想いが大きな活動に！！

「ボランティアは誰でも始められる身近な活動!!」
　社会福祉協議会では、この活動をきっかけにボランティアの輪が地域の中に拡がり、
誰もが安心して暮らすことができる地域となることを願い今後も推進していきます。
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　11月８日（水）に第18回「邑南町総合社会
福祉大会」を邑南町健康センター元気館にて開
催しました。
　開会行事に続き表彰式典では、邑南
町社会福祉協議会会長表彰として３団
体と７名の方々、また邑南町老人クラ
ブ連合会会長表彰として33名の会員
の方々と優良単位老人２クラブの表彰
も行われました。

○「社会福祉事業功労者」受賞者
　〔3団体〕〔1個人〕
・朋友会　代表　田村　政信
・邑南町手をつなぐ育成会
　　代表　宮本　武
・石見養護学校高等部
　園芸班
・井川　隆英

稲田奈留美　東原　悦美
神田　初美　吉賀　洋子
太田　省治　南原　博文

（順不同/敬称略）

○「在宅介護功労者」受賞者
　〔6名〕

邑南町老人クラブ連合会会長表彰

氏　名 所属老人クラブ 氏　名 所属老人クラブ 氏　名 所属老人クラブ
曽根田　勇 戸河内照寿会 小田　弘之 市 木 寿 会 上田　富雄 中 野 親 和 会
高橋　幸則 戸河内照寿会 大和　啓司 上田所長栄会 寺内　洋子 中 野 親 和 会
河野　富男 戸河内照寿会 木時　法子 小 道 睦 会 服部　綾子 中 野 親 和 会
三田　光枝 戸河内照寿会 三宅美佐子 小 道 睦 会 新田　幸夫 東 部 寿 朗 会
谷　ナミ子 戸河内照寿会 岡田　義昭 下田所福寿会 高畦　政信 中 部 寿 朗 会
岩谷美津子 戸河内照寿会 間　　茂樹 西鱒渕百寿会 寺本　重信 日和ときわ会
佐々木正徳 戸河内照寿会 東　　廣司 和田原総南会 金﨑　　学 日和ときわ会
簗迫　弓子 戸河内照寿会 三浦　圭介 高 海 冠 寿 会
井上　晃紀 阿須那むつみ会 田岡　幸枝 高 海 冠 寿 会
三上　照江 阿須那むつみ会 森脇　史江 高 海 冠 寿 会
三上　　勉 阿須那むつみ会 竹添　弘幸 八色石龍和会
吉川　　晋 阿須那むつみ会 市原　　洋 井 原 福 寿 会
三上　素子 阿須那むつみ会 森脇　　寛 井 原 福 寿 会

 邑南町総合社会福祉大会を 邑南町総合社会福祉大会を
開催しました！開催しました！

第18回

邑南町社会福祉協議会邑南町社会福祉協議会
会長表彰会長表彰

●「一般功労者」受賞者〔33名〕●「一般功労者」受賞者〔33名〕　　（順不同／敬称略）（順不同／敬称略）

●優良単位老人クラブ●優良単位老人クラブ〔2クラブ〕〔2クラブ〕　東部寿朗会・中組寿老会　東部寿朗会・中組寿老会
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　表彰式典後には、スポーツジャーナリス
トの増田明美（ますだ　あけみ）様をお
招きし、「自分という人生の長距離ラン
ナー」と題してご講演いただきました。聞
いている方に癒しを与えるような柔らかな
口調ながらも、軽快なトークに、皆さん一
気に引き込まれていきました。

自分という人生の
　　長距離ランナー

多くの方にご来場いただき、
ありがとうございました！

　講演後には、ご夫婦でご来場された方を対象に抽選で、　講演後には、ご夫婦でご来場された方を対象に抽選で、
増田明美さんご夫妻と写真撮影ができるというプレゼント増田明美さんご夫妻と写真撮影ができるというプレゼント
が！なんと６組の方が写真撮影していただきました。が！なんと６組の方が写真撮影していただきました。
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　11月29日（水）にむくのき会忘年会を矢上交流センターに
て開催しました。総勢88名が参加され、賑やかで楽しい時間
を過ごしました。布施公民館小笠原主事様による楽しいレクリ
エーションと、地域で活動されている団体で羽須美地域の舞踊
「友美会」様、瑞穂地域の大正琴グループ「みずほ」様、石見
地域のフラダンス「Halau Hula O Lehua’Ula」様より、会
に華をそえていただきました。むくのき会で
できたこの「つながり」を大事にし、孤立す
るのではなく、周囲と関わりながら笑顔いっ
ぱいで過ごしておられる皆さんに、私たちも
勇気と元気をいただきました。

布施公民館
小笠原主事 様

京ら屋さんのお弁当で楽しくお食事！

舞踊「友美会」 様 大正琴グループ「みずほ」様
フラダンス

「Halau Hula O Lehua’ Ula」様

むくのき会は邑南町在住の65歳以上のひとり暮らしの方ならどなたでも参加可能です。
ご興味ある方は邑南町社協までご連絡下さい。

むくのき会  サイコー！！

手話をしながら歌を歌います

お問い合わせ：邑南町社会福祉協議会　本部　84-0332

おおなん社協  2024.1 No.196 （6）



　12月31日（日）、ひとり暮らし高齢者の方を対象に、「お
せち料理配食事業」を行いました。この事業は、歳末たすけあ
い募金を財源に、民生児童委員協議会と社協の共催事業として
毎年行っています。
　おせち料理にあたたかい絵手紙を添
え、民生児童委員さんがひとりひとりの
お宅を訪問し声を掛け、届けていただ
き、皆様が良い年を迎えることができる
よう一年の締めくくりを見守りました。
今年は199名の方にお届けしました。

　「歳末たすけあい募金」は誰もが安心して年末の時期を過ごすことができるように、
住民の参加や理解を得て多様な福祉活動を展開しています。
　みなさまからお寄せいただいた「歳末たすけあい募金」を財源として、各地区社協主
催で交流会や餅等の配布が行われました。老若男女問わず世代を超えた交流を目的とし
た「餅つき交流」のほか、年末の見守りのための訪問活動を行っている地区もあり、そ
れぞれの地域の特色を活かした活動となっています。

民生児童委員協議会との共催事業

「つながり  ささえあう  みんなの地域づくり」「つながり  ささえあう  みんなの地域づくり」

地
域
歳
末
交
流
会

地
域
歳
末
交
流
会

ひとり暮らし高齢者の方へひとり暮らし高齢者の方へ
「おせち料理」をお届けしました。「おせち料理」をお届けしました。
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　地域の皆さんとコミュニティ・ボンズで交流会を行いました。誰もが集い、
また誰とでも笑いあえるそんな“居場所”をこれからも創り上げていきます。

　ＮＨＫ歳末たすけあい助成を受けて除雪機を配備しま
した。歳末たすけあい運動にご協力いただきました皆さ
まの温かい気持ちに感謝し、大切に活用していきます。
　この除雪機は、共同募金のテーマである「じぶんの町
を良くするしくみ。」の一つとして地域の助け合いの際
にご活用ください。
　社協各センターに除雪機配備して
おります。ご使用に関しての問い合
わせは、下記連絡先までお問い合わ
せ下さい。

西部サービスセンターに除雪機が配備されました。西部サービスセンターに除雪機が配備されました。
～NHK歳末たすけあい助成～～NHK歳末たすけあい助成～

邑南町社会福祉協議会　本部 ℡0855-84-0332
東部サービスセンター ℡0855-87-0843　西部サービスセンター ℡0855-95-0090

コミュニティ・ボンズの畑でとれた野菜や小豆を使って色んなお料理も作りました。

色んなお料理

地域の方に教えても
らいなが

ら初めてのしめ縄づ
くり。伝

統的な文化にふれ、
知ること

や発見も多くありま
した。

しめ縄づくり

杵と臼を使って皆でお餅つき。つきたてのお餅は格別のおいしさです!!

昔ながらのお餅つき

手づくり
キムチの
スープ

高原の方の
手打ちそば

ぜんざい

お
餅
を
丸
め
る
の
は

一
瞬
で
す
。

居場所  良い場所  場所づくり

　コミュニティ・ボンズとは誰もが（属性、性別、年齢など関係なく）気軽に立ち寄
り、なんでも相談出来る『場所』と、趣味作業や余暇活動などで交流しながら楽しめる
『空間』をみんなで創りあげ、地域社会への第一歩を目的とした活動をしています。

モチつもたれつの素敵な活動で一年をしめくくりました！

つながりをモチ続ける

あんしん生活支援事業！

たくさんの方の

ご協力に感謝します。

おおなん社協  2024.1 No.196 （8）



　12月２日（土）、福山平成大学福祉健康学部福祉学科３回生の地域福祉課題解決演
習を銭

ぜに

宝
ほう

地区にて行いました。社会福祉士を目指す学生たちが、地域の課題についての
取組を聞き、地域と社協がどのように繋がっているのかを学びました。
　これから、“地域福祉”や“相談援助”について更に学びを深めていただき、専門性
の高いソーシャルワーカーを目指してほしいと願います。

　西部・東部のデイサービスにて、壁画つくりを行いま
した。この壁画は利用者さんと職員が毎月毎月趣向を凝
らし、たくさんの方々の協力のもと完成しています。

邑南町社協

× 福山平成大学
「地域課題を探り、地域づくりを体現しよう」「地域課題を探り、地域づくりを体現しよう」

東部 西部

デイサービスだより

in 銭宝

MERRYCHRISTMAS！！クリスマス会も行いました！！
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令
和
５
年
11
月

【
香
典
返
し
寄
付
金
】

〔
一
般
福
祉
事
業
へ
〕

河  

原  

城 

大
隅
　
　
泰
　
様

仏  

一  

原 

鳥
居
　
明
弘
　
様

下
亀
谷
上（
松
江
市
） 

品
川
　
　
正
　
様

峺
　
　
迫 

岩
谷
　
貴
宣
　
様

明  

泉  

谷 

金
﨑
　
　
学
　
様

三
　
　
坂 

松
倉
　
隆
幸
　
様

八  

色  

石 

富
長
　
和
也
　
様

片  

田  

西 

服
部
　
深
志
　
様

荻
原（
石
見
） 

竹
田
　
英
知
　
様

上  

茅  

場 

服
部
　
邦
昭
　
様

細
　
　
谷 

松
田
　
節
雄
　
様

鉄  

穴  

原 

森
田
　
　
修
　
様

川  

渕  

下 

礒
部
　
忠
子
　
様

小  

河  

内 

洲
濱
　
真
実
　
様

中
雪
田（
広
島
市
） 

日
高
　
　
洋
　
様

〔
奨
学
資
金
事
業
へ
〕

河  

原  

城 

大
隅
　
　
泰
　
様

下
亀
谷
上（
松
江
市
） 

品
川
　
　
正
　
様

【
一
般
寄
付
金
】

〔
一
般
福
祉
事
業
へ
〕

三
日
市
　
邑
智
地
区
更
生
保
護

 

女
性
会
邑
南
支
部 

様

 

令
和
５
年
12
月

【
香
典
返
し
寄
付
金
】

〔
一
般
福
祉
事
業
へ
〕

小  

原  

迫 

天
川
　
芳
幸
　
様

　  

町 

上
田
八
重
子
　
様

山  

根  

谷 

新
宅
　
　
緑
　
様

上
大
畑
区 

坂
根
　
勝
美
　
様

町  

中  

央 

小
川
　
哲
夫
　
様

三
日
市
二 

田
中
　
健
二
　
様

大
　
　
原 

岩
本
　
和
敏
　
様

旅
迫
上（
倉
敷
市
） 

種
　
　
充
則
　
様

百
　
　
石 

大
橋
　
利
道
　
様

上
原（
広
島
市
） 

冨
永
　
明
史
　
様

荻
原（
瑞
穂
） 

橋
根
八
重
子
　
様

日  

南  

川 

三
好
　
長
俊
　
様

馬
　
　
場 

阿
川
　
芳
幸
　
様

菖
　
　
蒲 

品
川
　
憲
明
　
様

大
　
　
原 

松
本
　
義
文
　
様

長  

田  

市 

谷
山
　
岩
夫
　
様

段
　
　
原 

大
屋
　
愼
二
　
様

〔
奨
学
資
金
事
業
へ
〕

荻
原（
瑞
穂
） 

橋
根
八
重
子
　
様

【
一
般
寄
付
金
】

〔
一
般
福
祉
事
業
へ
〕

　
　
邑
九
会
　
様

 （
邑
南
中
学
校
第
九
期
同
窓
会
）

〔
奨
学
資
金
事
業
へ
〕

十  

日  

市 

皆
川
　
　
隆
　
様

　

お
詫
び

　
11
月
号
に
て
次
の
方
の
お

名
前
を
間
違
っ
て
掲
載
し
て

お
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

広
報
№
１
９
５　
Ｐ
８

■
藤
田　
章
文　
様
（
誤
）

　
　

←

　
藤
田　
章
史　
様
（
正
）

■
日
高　
敏
彦　
様
（
誤
）

　
　

←

　
日
高　
歳
彦　
様
（
正
）

　
多
く
の
方
か
ら
、
心
温
ま
る

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

福
祉
、
児
童
福
祉
推
進
事
業
を

は
じ
め
と
し
、
地
域
福
祉
推
進

（
地
区
社
協
へ
の
助
成
等
）
の

組
織
化
及
び
活
動
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
尊
敬
し
て
い

る
方
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た

「
風
土
」
を
よ
ん
だ
詩
が
あ
り

ま
す
の
で
、
抜
粋
し
て
ご
紹
介

さ
せ
て
下
さ
い
。

風
は
遠
く
か
ら
理
想
を
含
ん

で
や
っ
て
く
る
も
の
。
土
は

そ
こ
に
あ
っ
た
声
明
を
生
み

出
し
て
育
む
も
の
。

君　
風
性
の
人
な
ら
ば

土
を
求
め
て
吹
く
風
に
な
れ

君　
土
性
の
人
な
ら
ば

風
を
呼
び
こ
む
土
に
な
れ

土
は
風
の
軽
さ
を
嗤
い

風
は
土
の
重
さ
を
蔑
む

愚
か
な
こ
と
だ

愛
し
合
う
男
と
女
の
よ
う
に

風
は
軽
く
涼
や
か
に

土
は
重
く
温
か
く

和
し
て
文
化
を
生
む
も
の
を

　
色
々
な
生
き
方
が
あ
り
、
何

が
正
し
い
と
い
う
も
の
は
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
色
ん
な
人

の
生
き
方
や
感
性
を
尊
重
し
あ

い
、
受
け
止
め
る
事
か
ら
、
物

事
が
上
手
く
ま
わ
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
全

て
の
人
が
生
き
や
す
い
社
会
に

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ち
ょ
こ
っ
と
コ
ー
ナ
ー

11月 絵
手
紙
の
紹
介

12月

花和会様より
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